
委員会では次の議案を審査しました
本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果をお知らせします。

総務企画委員会

議　員　全国の義務教育学校では教科
担任制による子どものストレスや教員の
多忙化が課題となっています。本市で同
様の問題が起こらないための具体的な手
立てを伺います。
教育長　現在、市内すべての小中学校で
既に教科担任制を取り入れています。教
員が自身の得意教科に特化した指導が
できるなどのメリットがあり、文部科学省
の調査では、義務教育学校での教員の
多忙感は改善傾向にあるという結果が出
ています。
議　員　施設一体型義務教育学校の児
童生徒は、施設連携型小中一貫校の児
童生徒よりも、子ども同士や教員との関
係、中学校への期待度と現実とのずれ等
についての指数が低いという調査結果が
あります。保護者の不安も大きいと思いま
す。太田市でも同じようなことが現実に起
こりうることは否定できないと思いますが、
所見を伺います。
教育長　数々の先進校に視察に行きまし

議　員　本市の公共交通における、市営
バス「シティライナーおおた」、スクールバ
スを活用した市営無料バス、おうかがい
市バスの現状を伺います。
市民生活部長　平成30年度の利用者
数は市営バスが5万3,351人、市営無料
バスが3万8,376人、おうかがい市バス
が3万2,556人です。
議　員　市長が新規に構想しているとい
う、交通弱者のためのドアツードアの交通
手段について概要を伺います。
市　長　おうかがい市バスの停留所ま
で歩いて行けない人のために、タクシーを
利用して玄関先まで送迎を行うことを考
えています。おうかがい市バスの予算、約
5,600万円の範囲内で、今よりも利便性
の高いサービスが提供できるのではない
かと思います。
議　員　おうかがい市バスを中心に、定
時性、速達性のある市営バスと、新規のド
アツードアを併用することで、より多くの市
民が利便性を享受できると思います。樹

たが、どこも子どもの笑顔が増え、教員間
の連携が強まったそうです。このような理
想的な学校をつくるため、教員たちも意
欲的に議論を重ねていますし、今後も推
進していきたいと思います。
議　員　教育長の答弁から、私が指摘し
た課題解消の手立てがいまだに示されて
いないことがわかりました。なぜ２年後４
月設置と慌てるのでしょうか。
市　長　慌てているわけではありません。
準備がそろった段階で始めようと再来年
４月の開校をめざしています。
■その他の質問
・エネルギーの地産地消について

木に例えると、市営バスは主要地点を結
ぶ幹、おうかがい市バスは広範囲にわた
り使い勝手の良い枝、ドアツードアは限定
された本当に必要な移動をカバーする葉
の役割を果たすと考えますが、所見を伺
います。

市　長　おうかがい市バスは利用者1人
当たりでは約7万円の費用がかかってお
り、それに加えてドアツードアで多額の予
算をかけるべきではないと思います。おう
かがい市バスを廃止し、真の交通弱者に
対してはドアツードアで対応したいと考え
ています。
■その他の質問
・ひきこもりの支援と対策について

議　員　太田強戸スマートインターチェン
ジ（以下SIC）周辺地域における現在の
構想について伺います。
都市政策部長　スケートボードパークの
整備を第一に考えています。その完成後
は八王子山公園やキャンプ場等、周辺の
多様な施設を連携させて、集客を図れる
よう研究したいと思います。
議　員　太田強戸SICと桐生市内の国
道50号松原橋交差点を結ぶ、県道太田
桐生線バイパスの計画を伺います。

都市政策部長　今後10年間で完成を
目指すとされています。八王子山公園等
への誘客アクセス道路として生かせるよう、
周辺地域の魅力あるまちづくりに取り組

んでいきたいと思います。
議　員　周辺地域に点在する集落のす
べてが過疎化で悩んでいます。ミニ住宅
団地の開発等、この地域の活性化につい
て市長の所見を伺います。
市　長　県の許可が下りず開発ができな
い現状です。このままだと集落が消滅してし
まう可能性もありますので、新たに居住環境
を整備し、集落を維持できるよう、住民と結束
して県に強く訴えていくことが必要と考えます。
議　員　周辺地域を魅力あるエリアとす
る整備について所見を伺います。
市　長　農業を別の形で継続し、地域の
活性化を図るという観点から、農業体験
のできる観光施設を作ることを考えていま
す。民間に主力となって動いてもらい、市
はそれをサポートする立場で進めていけ
ればと思います。
■その他の質問
・本市の高齢ドライバーが安心して安
全に車を運転できる環境づくりについ
て

義務教育学校の設置計画において今なお
残る課題・問題について

日本共産党　水野　正己

太田強戸スマートインターチェンジの
今後の活用と周辺地域の諸課題について

市民の会　尾内　謙一

公共バスの取り組みと今後について

創政クラブ　大川　陽一

　９月定例会では、９月４日から６日にわたり19人の議員が一般質問を行い、太田市政の現状や将来に対する方針などに関して
活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認のうえ１問を選び、質問と答弁の要旨を紹介します。なお、
一般質問の模様は太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。また、定例会の正式な会
議録は、市政情報コーナーや市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで12月下旬からご覧いただくことができます。
詳しいことは、議会事務局（　０２７６－４７－１８０６）までお問い合わせください。９月定例会  一般質問要旨

■太田市一般職の職員の給与に関する
条例等の一部改正について
審査結果　原案可決
■太田市消防団条例の一部改正につい
て
審査結果　原案可決
■太田市手数料条例の一部改正につい
て
審査結果　原案可決

■太田市立小学校、中学校及び特別支
援学校設置条例の一部改正について
審査結果　原案可決
■財産の取得について
審査結果　原案可決

■太田市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部

市民文教委員会

健康福祉委員会

改正について
審査結果　原案可決
■太田市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例の一部改正について
審査結果　原案可決
■太田市放課後児童クラブ条例の一部
改正について
審査結果　原案可決

■太田市森林環境譲与税基金条例の制
定について
審査結果　原案可決
■太田市建築物のエネルギー消費性能
の向上に関する法律関係手数料条例の
一部改正について
審査結果　原案可決
■太田市下水道条例等の一部改正につ
いて
審査結果　原案可決
■市道路線の廃止について
審査結果　原案可決

都市産業委員会
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